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の
改
革
と
一
五
ふ
唱
の
拡
、
ゐ
の
頃
の
枇
舎
が
是
非
改
革
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
必
要
が
あ
っ
て
し
文
の
で
あ

~
る
。

'mも
祉
舎
の
要
求
仁
熔
b
文
改
革
と
も
山
一
一
口
ふ
ぺ
品
く
で

て
の
る
。
英
大
化
の
改
革
が
す
の
っ
て
か
ら
世
の
中
が
ど
う
一
五

一
ふ
風
仁
匙
ん
で
来
大

pz、
之
を
考
ヘ
て
見
る
と
、
大
化

~
の
改
設
・
後
一
1
十
六
年
を
経
て
大
資
の
律
令
色
一
五
ふ
も
の
が

一
出
来
校
。
此
大
化
の
改
革
は
、
明
治
の
世
の
中
三
一
一
同
つ
文

雄
喜
時
代
の
乙
之
は
諸
君
も
既
に
度
々
御
聴
を
仁
な
っ
…
な
ら
ば
維
新
の
改
革
に
蛍
る
の
，
で
あ

b
ま
す
。
日
本
に
於

て
ほ
仰
る
乙
と
h
m山
ひ
ま
ず
か
ら
、
係
。
一
一
向
々
し
い
乙
・
と
を
一
て
窓
件
前
が
譲
布
せ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
仁
於
て
は
維
新
か

御
話
す
る
は
如
何
か
と
思
び
ま
す
の
で
、
極
く
‘
妥
結
を
摘
一
ら
二
十
二
年
の
後
で
あ
つ
な
が
、
古
代
に
於
て
は
大
化
の

ん
で
巾
上
げ
る
乙
と
仁
致
し
ま
す
。
総
喜
時
代
之
一
五
ふ
宅
一
一
新
政
後
五
十
六
年
を
綬
て
制
定
せ
ら
れ
柱
。
尤
も
其
間
に

の
は
]
是
ま
，
T
誠
一
に
結
構
な
御
代
1

主
一
口
は
れ
て
居
つ
犬
。
一
近
在
朝
廷
の
律
令
と
一
五
ふ
唱
の
が
あ
っ
食
。
大
賓
の
律
令

併
し
そ
れ
は
都
、
だ
け
，
で
あ
っ
て
ぺ
地
方
と
一
五
ふ
が
も
の
は
殊
一
は
兎
も
角
良
く
出
来
て
居
る
。
そ
れ
を
一
見
に
修
飾
し
.
て
義

の
外
表
秘
し
て
居
っ
ち
唯
そ
れ
だ
け
の
乙
と
な
ら
ば
中
…
老
二
年
仁
天
下
仁
緩
布
し
な
。

3
う
す
る
と
恰
皮
大
化
の

阜
の
教
科
書
に
宅
あ
る
乙
と
で
あ
よ
ツ
ま
す
が
、
少
し
材
料
一
改
草
わ
ら
七
十
三
年
掛
っ
て
世
の
中
仁
義
布
せ
ら
れ
、
ゃ
い

を
有
っ
て
居

h
ま
ず
か
ら
、
業
材
料
に
・
依
っ
て
、
少
し
く
一
之
、
新
う
一
五
ふ
乙
と
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ

b
ま
す
。

御
諮
を
し
て
見
大
い
F
C
云
ふ
考
な
の
で
あ
ん
ま
す
。
一
蛍
時
世
の
中
は
ど
う
で
あ
つ
な
か
と
一
五
ふ
と
、
印
ち
奈

此
紅
側
喜
の
御
代
を
御
話
す
る
に
就
て
は
-
少
じ
く
湖
つ
良
朝
時
代
一
之
官
ぴ
友
化
は
な
か
ノ
¥
開
け
て
居
っ
た
の
で

て
大
ル
仰
の
乙
と
が
ら
位
一
日
は
な
け
れ
ば
能
く
分
ら
ぬ
。
大
化
あ
る
。
大
化
の
改
革
か
ら
延
喜
時
代
ま
で
は
先
づ
二
百
五

言葬

i5輿

延
喜
時
代
に
於
け
る
都
都

文
化
の
懸
隔

大

森

金

五

郎
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六
十
位
ー
を
綬
て
居
る
。
禁
問
に
拡
大
し
文
一
獲
乱
λ
」
一
五
ふ
唱
な
る
唱
の
が
ゐ
っ
た
ら
し
い
。
先
づ
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
な

の
は
鉱
山
い
、
先
づ
泰
平
で
進
ん
で
来
て
ほ
泊
る

0
3
う
し
て
る
源
一
献
な
ど
は
、
な
が
/
¥
衰
容
な
暮
し
を
し
党
も
の
で
、

京
良
朝
、
平
安
朝
を
経
て
女
事
一
美
術
な
ど
は
段
々
接
達
し
、
一
…
嵯
峨
に
が
も
別
症
を
慈
ん
/
、
叉
六
僚
に
宅
別
涯
を
浩
つ
大
。

感
絞
な
ど
が
も
立
減
な
も
の
が
数
多
出
来
食
の
で
あ
る
。
印
一
其
六
僚
の
別
症
を
河
原
院
と
呼
ぴ
、
此
鹿
に
住
ん
で
ほ
泊
つ

も
都
に
拡
大
感
と
一
五
ふ
も
の
が
占
め
よ
ツ
、
地
方
に
は
閥
的
陥
?
と
一
文
か
ら
'
河
原
左
大
医
『
乙
龍
は
れ
る
。
此
河
原
院
な
ど
三
五

一
五
ふ
"
も
の
が
あ
る
。
叉
貴
放
の
子
弟
の
皐
ぷ
潟
に
は
、
藤
一
ふ
唱
の
は
随
分
凝
っ
文
沙
も
の
で
あ
る
。
な
、
甘
か
と
ふ
一
一
日
へ
ば

原
氏
の
勘
血
中
院
、
菅
原
氏
の
女
章
院
i

斯
う
云
ふ
類
を
翠
…
庭
に
池
を
治
っ
て
、
英
池
に
種
々
の
魚
介
を
放
も
、
時
、
d

ラ

ム
、
れ
ば
ま
だ
/
¥
際
山
に
あ
る
の
叉
著
述
に
於
て
昔
日
本
一
し
て
毎
月
一
一
同
難
波
の
湖
水
二
十
郎
を
運
ば
せ
、
そ
れ
を

番
組
以
下
六
闘
史
正
一
五
ふ
も
の
が
出
来
、
或
は
叉
彼
の
大
…
焚
い
て
奥
州
臨
時
趨
の
風
景
伝
模
し
柱
。
日
芯
等
は
な
か
ノ
¥

貨
の
律
令
を
補
修
す
る
匁
に
貞
樹
格
式
、
墾
品
格
式
な
ど
一
な
賛
律
一
FP'

」
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。
呉
川
地
藤
原
良
一
肢
の
染
殿
の

云
ふ
や
う
な
が
も
の
港
出
来
、
叉
玖
の
方
で
中
一
一
主
な
ら
ば
高
一
第
の
如
き
、
只
廷
は
清
和
天
皇
が
行
幸
に
な
り
左
官
、
、
非

葉
集
が
奈
良
朝
仁
出
来
て
、
そ
れ
か
ら
後
に
は
古
今
集
が
…
常
に
立
一
次
な
沙
も
の
で
あ
っ
食
。
或
は
藤
原
基
経
の
枇
杷
第

出
来
、
叉
摩
者
の
方

r

市
・
・
二
一
一
日
へ
ば
菅
原
遊
間
央
は
索
よ
1

り
の
乙
一
の
如
き
、
是
等
も
一
々
数
ヘ
大
な
ら
ば
深
山
に
あ
る
。
叉

と
、
三
善
治
行
、
絶
長
谷
維
、
部
良
脊
、
歌
人
で
は
総
貫
一
貴
挨
枇
舎
の
鍬
が
み
と
し
て
は
歌
合
、
鋭
機
、
・
放
騰
と
一
五
ふ

之
、
凡
河
内
的
別
恒
な
ど
、
数
ヘ
・
来
校
ら
ば
随
分
多
く
の
感
者
て
や
う
な
沖
も
の
で
、
部
一
の
内
は
貨
に
究
佑
燦
然
と
一
五
ふ
有
徐

唱
輩
出
し
セ
の
で
あ
る
。
ぞ
れ

Z
同
時
に
串
間
活
段
々
進
て
で
あ
っ
た
。

ん
で
来
て
、
都
の
文
化
fc-
一
五
ふ
宅
の
は
安
に
驚
く
濯
で
あ
…
蛍
時
外
交
よ
し
一
五
ふ
宅
の
が
飴

6
・
無
い
。
尤
も
奈
良
朝
の

る
。
そ
れ
か
ら
貴
族
一
枇
舎
は
ど
う
一
五
ふ
生
活
を
し
て
居
つ
頃
は
多
少
あ
F

り
ま
し
北
け
れ
ど
宅
、
仁
明
天
皇
以
来
は
文

化
か
と
一
五
ふ
之
、
建
築
物
な
ど

q
随
分
宏
抵
仁
し
て
風
雅
那
と
の
交
遊
が
絶
え
、
日
本
の
内
だ
け
で
や
っ
て
居
る
の

議:
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八
四

で
あ
る
か
ら
、
自
然
外
岡
よ
ら
の
刺
激
が
無
く
、
所
謂
泰
坊
3
ん
唱
日
本
に
蹄
化
し
士
、
是
は
日
本
が
好
い
闘
で
あ
‘

訴
し
・
の
夢
を
食
る
と
一
五
ふ
乙
と
に
な
っ
て
、
都
人
士
等
は
そ
る
か
ら
で
あ
る
、
好
い
閣
で
あ
る
か
ら
他
の
閣
の
人
ま
で

れ
で
宜
い
乙
と
に
岡
山
っ
て
居
つ
大
。
然
診
に
醍
醐
天
皇
の
(
蹄
化
す
る
や
う
に
な
っ
北
の
で
あ
る
。
所
、
が
禁
後
に
な
っ

整
骨
十
周
年
の
乙
主
で
あ
る
o
天
皇
が
一
公
卿
、
大
夫
、
方
一
ィ
、
近
々
法

AF繁
多
に
な

b
謀
役
4
多
く
な
っ
て
堪
へ
き

伯
等
に
認
を
下
し
て
、
今
の
世
の
中
は
ど
う
一
五
ふ
時
勢
で
一
れ
な
い
。
そ
乙
マ
段
々
田
畑
も
荒
れ
、
人
宅
織
る
や
う
い
ド

あ
る
か
と
、
新
う
一
五
ふ
乙
之
に
就
て
意
見
書
を
徴

3
れ
柱
。
一
な
つ
北
、
欽
明
天
皇
の
御
代
に
悌
挙
初
め
て
俸
は
ん
〆
、
そ

其
時
に
一
一
冨
古
橋
行
が
十
二
筒
僚
の
怠
見
封
事
を
上
つ
大
。
一
れ
か
ら
朝
廷
名
人
民
宅
そ
れ
を
信
ホ
ノ
る
乙
と
甚
し
く
、
寺

此
十
二
笛
僚
の
意
見
封
事
之
一
五
ふ
も
の
は
資
に
絶
大
の
女
一
を
建
て
塔
を
立
て
合
る
者
は
人
の
数
に
数
へ
ら
れ
な
い
や

字
で
あ
る
。
今
日
其
意
見
対
事
を
怒
く
説
明
す
る
乙
と
は
一
う
に
な
っ
食
、
そ
れ
が
殺
に
財
産
を
傾
け
て
寺
仁
寄
附
ず

容
易
せ
は
な
い
、
短
時
間
を
以
て
は
犬
慢
を
宅
占
一
日
ふ
ア
ヤ
p
二
る
、
殊
γ
ド
・
型
式
天
皇
の
此
仰
に
な
っ
て
は
岡
毎
仁
間
分
寺
を

が
出
来
、
ま
せ
ぬ
が
ら
、
今
日
は
序
ム
一
一
口
、
郎
、
異
端
書
に
就
一
ー
建
て
、
奈
良
に
は
東
大
寺
を
建
て
、
刀
八
蹴
遮
郊
の
決
喰
注

て
お
話
を
し
て
、
コ
ラ
し
て
保
其
事
に
就
て
硲
史
上
わ
ち
一
治
る
こ
と
に
な
っ
文
か
ら
、
此
時
に
天
下
の
宮
の
十
か
か

わ

O

評
論
を
し
て
見
ゃ
う
と
、
期
ラ
一
五
ふ
積
J

り
な
の
で
あ
'
り
ま
一
五
を
使
っ
て
了
つ

t
A
そ
れ
か
ら
い
組
武
天
皇
の
時
に
都
を

す

。

…

長

岡

に

還

し

、

叉

セ

平

安

仁

一

避

し

花

、

此

遷

都

の

事

は

非

此
三
善
治
行
の
意
免
対
事
と
一
五
ふ
告
の
は
安
に
大
丈
字
…
常
に
金
の
要
る
泣
り
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
潟
に
叉
天
下
の

(

O

O

O

O

 

F

で
あ
る
。
今
立
(
端
舎
に
書
い
て
あ
る
乙
と
を
分
ト
・
0
易
い
や
一
宮
の
五
分
の
三
を
使
っ
て
了
っ
た
、
そ
れ
か
ら
叉
仁
明
天

ラ
仁
申
し
て
見
ま
す
る
と
、
我
朝
ω山山

i

判
明
統
を
傍
ヘ
、
土

γ

皇
が
者
修
上
大
府
好
ま
せ
ら
れ
左
官
、
品
切
峨
一
一
叩
法
的
に

地
電
肥
え
、
叉
人
宅
四
郎
山
あ
っ
枚
、
そ
と
で
古
代
に
於
て
困
難
に
な
っ
て
、
此
時
に
叉
天
下
の
宮
の
二
分
の
一
を
使

は
三
韓
哲
入
貢
し
、
唐
土
が
ら
も
使
を
遣
は
し
、
天
竺
の
っ
て
了
つ
花
、
そ
れ
か
ら
清
和
天
皇
の
貞
観
年
中
に
は
感

一λ
況も

5占55 
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白
山
内

天
門
が
焼
け
、
，
q

却
で
大
極
殿
が
一
焼
け
~
ソ
ぞ
れ
等
の
潟
に
叉

0

0

0

0

・

天
下
の
宮
の
一
分
の
宇
を
使
っ
て
了
コ
犬
、
そ
う
し
て
見

る
と
今
日
の
世
の
中
と
一
五
ふ
も
の
は
古
に
濁
し
て
十
分
の

…
仁
各
賞
ら
な
い
、
本
来
当
日
へ
ば
二
十
分
の
一
に
な
っ
犬
、

誠
に
必
細
い
と
之
に
な
っ

tie--.
期
う
一
五
ふ
意
味
の
と
と

が
書
い
て
あ
る
の
で
あ

b
ま
す
。

此
清
行
の
魁
怠
を
考
へ
て
見
る
ー
へ
日
本
の
会
感
の
時

代
は
ズ
少
と
以
前
で
、
先
づ
熔
一
聯
天
皇
の
頃
t
し
見
、
花
ゃ
う

で
あ
る
、
主
(
頃
の
天
下
の
凸
尚
子
」
十
と
見
て
、
助
手
一
武
天
皇
の

併
に
十
の
唱
の
を
五
分
使
つ
文
か
ら
後
は
五
分
し
か
残
ら

ぬ
、
法
一
五
分
の
宅
の
'
を
桓
潰
天
皇
の
時
仁
一
二
分
使
つ
食
か

ら
後
仁
二
分
し
か
残
っ
て
屈
な
い
、
金
(
二
分
し
が
無
い
も

の
を
仁
明
天
皇
の
時
に
叉
一
分
使
つ
花
、
そ
れ
か
ら
清
和

天
皇
の
時
に
叉
…
A
H
の
字
分
を
使
つ
花
、
し
て
見
れ
ば
必
岡

崎
の
天
下
の
宮
は
昔
に
比
べ
て
一
一
十
分
の
…
に
し
か
静
岡
ら

な
い
、
貨
に
必
制
仰
い
祉
の
中
と
な
っ
大
と
、
斯
う
一
お
ふ
乙

と
で
あ
る
。
日
延
は
一
瞬
で
は
な
い
、
雌
で
な
い
読
擦
は
斯
う

だ
と
、
共
読
掠
・
が
感
げ
て
ゐ
る
o

そ
れ
は
ど
う
云
ふ
鐙
擦

が
と
一
五
ふ
と
、
是
が
叉
蹴
る
面
白
い
。
業
設
擦
と
一
五
ふ
の

ι-r-
s
，白

s
 

時
一
司

'i一

一λ
六

は
斯
ラ
一
五
ふ
詩
だ
。

印
私
其
意
見
封
事
の
中
に
書
い
て
あ
る
の
仁
よ
れ
ば
、

私
は
去
る
寛
卒
五
年
仁
街
中
ノ
介
と
な
っ
て
、
住
地
仁
行
っ

て
治
め
て
居
「
ノ
士
、
所
が
備
中
闘
に
い
必
除
郷
と
一
五
ふ
慮
、
が

あ
る
、
業
遜
磨
郷
と
一
五
ふ
の
は
一
憾
ど

2
Xふ
意
味
が
と

ム
一
一
昨
っ
て
、
備
中
間
の
風
土
誌
を
見
る

E
、
斯
ラ
一
五
ふ
乙
と

が
書
い
て
あ
る
、
泉
川
棚
天
丘
中
の
六
年
l
i
l皇
徳
天
皇
以
後

再
び
佼
仁
郎
わ
れ
て
棒
切
天
皇
と
一
五
つ
犬
、
貨
は
・
野
明
天

皇
の
六
年
と
一
五
ふ
方
が
正
し
い
の
で
占
め
る
、
・
庇
の
持
軍
蘇

定
方
と
一
五
ふ
者
が
新
聞
維
の
軍
を
-
一
地
T

ゐ
て
百
絡
を
撃
つ
花
、

百
憐
は
之
仁
一
蹴
す
る
乙
と
能
は
み
少
し
て
援
兵
を
日
本
に
乞

ふ
花
、
薬
時
中
大
兄
皇
子
山
川
皇
太
子
で
あ
っ
花
、
ぞ
乙
/
令
、

-
薄
明
天
皇
は
援
兵
を
出
す

ι一
五
ふ
と
と
仁
な
っ
て
、
直
も

に
西
下
せ
ら
れ
た
、
葉
途
中
備
中
岡
遁
・
磨
郷
へ
御
立
寄
に

な
っ
犬
、
天
皇
が
御
覧
仁
な
る
と
ま
(
虞
仁
は
家
が
探
山
あ

っ
て
如
何
に
説
り
般
娠
の
ゃ
う
で
あ
る
、
依
て
此
虎
か
ら
ど

の
位
の
兵
を
徴
す
る
乙
と
が
出
来
る
か
と
思
召
し
て
調
べ

3
せ
、
究
所
が
、
此
一
郷
、
だ
け
で
二
寓
の
兵
が
集
っ
た
、
ニ

蔦
の
兵
が
集
っ
た
唱
の
だ
わ
ら
、
そ
乙
で
共
土
地
&
ニ
寓
ノ

郷ー
ι
名
け
犬
、
そ
れ
が
後
仁
歪
っ
て
い
趨
隣
府
郷
と
書
く
や
う
く
、
一
人
も
有
る
乙
と
な
し
と
も
斯
う
云
ふ
乙
と
で
あ
っ

仁
な
っ
党
と
斯
う
一
五
、
か
じ
し
で
あ
る
、
所
で
此
二
市
内
の
兵
は
食
、
之
は
}
郷
の
乙
と
の
み
で
ゐ
る
が
此
一
…
郷
の
乙
と
を

戦
地
に
徴
渡
せ
ら
れ
な
か
っ
北
の
で
あ
る
か
ら
、
段
々
?
?
以
て

4
天
下
の
形
勢
を
察
ず
る
乙
之
、
が
出
来
る
、
安
仁
鷲

孫
が
繁
鉱
山
す
ぺ
を
筈

r

で
あ
る
の
仁
、
共
後
天
卒
一
紳
護
年
中
く
べ
を
世
の
中
で
は
ゐ
ん
ま
せ
ん
が
、
此
延
喜
の
御
代
は

仁
、
吉
備
奨
備
が
右
大
肢
を
以
て
下
道
ノ
郡
を
兼
ね
治
め
斯
様
な
御
代
で
あ
る
I
f
ふ
一
日
っ
て
、
十
二
筒
僚
の
意
見
封
事

る
乙
と
に
な
っ
て
、
此
逝
磨
郷
に
ど
の
位
の
入
、
が
居
る
か
の
中
に
惑
い
所
を
一
々
感
げ
て
、
そ
れ
だ
か
ら
大
仁
試
を

と
調
べ
て
見
北
0

3

う
す
る
と
共
時
に
課
丁

i
l議
了
と
附
一
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
一
五
ふ
乙
と
を
論
b
北
の
で
あ

b

一
五
ふ
は
年
貢
を
納
め
る
義
務
あ
る
者
で
、
嘗
時
は
二
十
二
ま
す
。

歳
か
ち
六
十
歳
ま
で
の
男
子
、
ゐ
れ
が
千
九
百
偉
人
あ
っ
そ
乙
で
葉
十
二
筒
僚
の
乙
と
は
姑
く
拾
い
て
、
此
逝
磨

、
北
、
然
る
に
禁
後
前
和
天
皇
の
貞
税
の
始
、
藤
原
保
則
、
が
'
郷
の
ζ

之
は
一
髄
歴
史
上
ど
う
一
五
、
…
げ
も
の
で
あ
る
が
、
是

備
中
介
と
な
っ
て
行
つ
士
、
業
時
仁
叉
調
べ
て
見
、
党
所
が
、
、
が
今
日
の
問
題
で
あ
ふ
。
一
般
史
の
見
方
に
就
て
は
い
ろ
い

諜
丁
僅
に
レ
七
十
俄
人
に
過
ぎ
な
か
っ
柁
、
所
/
で
自
分
は
宇
一
プ
ハ

J

あ
っ
て
、
其
一
は
背
の
発
鮮
の
世
が
一
務
普
い
世
の
中

多
天
皇
の
寛
卒
年
中
に
彼
閥
へ
行
つ
文
の
で
、
共
時
に
叉
一
で
あ
っ
北
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
径
は
涜
季
で
あ
為
、
段
々

調
べ
て
見
る
之
、
老
了
二
人
、
正
丁
凶
入
、
中
男
三
人
し
一
惑
く
な
る
と
、
斯
ラ
一
五
ふ
見
方
で
あ
る
。
叉
戒
も
う
一
つ
は

3

hv
無
が
つ
な
、
此
老
丁
と
一
五
ふ
の
拡
六
十
歳
以
上
の
者
、
一
う
で
な
く
て
、
所
南
枇
舎
尽
な
ど
の
方
か
広
見
る
の
で
、

正
丁
拡
二
十
二
歳
以
上
六
十
歳
ま
で
の
者
、
中
男
と
は
十
一
世
の
中
と
一
お
ふ
も
の
は
昔
は
野
轡
な
唱
の
、
下
等
な
唱
の

八
歳
以
上
二
十
一
歳
ま
や
の
者
で
あ
る
、
そ
れ
で
去
る
魁
恥
で
あ
っ
北
が
、
段
々
進
歩
溌
注
し
て
今
日
の
や
う
な
立
波

・
喜
十
一
年
備
中
介
藤
原
一
公
利
任
揃
も
て
都
に
締
る
や
続
行
な
世
の
中
に
な
っ
大
之
、
斯
ラ
一
五
ふ
や
う
な
見
方
が
あ
る
、

mw

滋
磨
仰
仰
の
民
幾
許
な
る
ん
や
と
間
以
し
仁
、
必
利
答
へ
て
日
所
で
三
善
治
行
の
見
方
は
識
は
少
し
く
発
録
時
代
を
一
瀬
歌

;持

i資

て
八
七

， 



議

1資

一
八
八

犯
し
過
ぎ
、
感
紳
天
皇
時
代
を
一
溺
歌
し
過
ぎ
七
の
が
奇
知
れ
あ
る
。
英
畿
の
版
麗
き
所
を
必
十
閥
、
狭
を
所
四
十
五
問
、

ま
せ
ぬ
が
、
今
日
の
ご
阪
の
人
々
は
叉
日
本
の
昔
を
飴
1

リ
二
重
に
濠
を
繰
ら
し
、
業
中
の
総
評
数
が
十
市
内
二
千
六
百

に
聞
け
な
い
唱
の
-h
や
う
に
忠
び
過
ぎ
て
居
る
ゃ
う
で
取
二
十
野
、
随
分
康
い
が
も
の
で
あ
F

り
ま
す
。
本
郷
の
帝
岡
大
内
ゆ

る
o

古
事
認
に
書
い
て
あ
る
時
代
、
或
は
そ
れ
よ
t
り
が
も
う
の
敷
地
が
九
市
内
九
千
九
百
幾
好
と
か
一
五
ふ
の
引
あ
る
が

少
し
援
の
時
代
で
号
、
依
t
リ
聞
け
な
い
や
う
に
見
て
居
る
ら
、
あ
れ
よ
ゐ
'
も
大
を
い
。
斯
ラ
一
五
ふ
や
う
な
大
し
た
陵
を
.

か
が
も
知
れ
ぬ
が
、
日
本
の
背
と
一
五
ふ
が
も
の
は
段
々
線
究
し
築
い
た
。
大
を
い
の
は
是
の
み
で
は
な
〈
臆
紳
天
皇
の
御

て
見
る
と
、
存
外
開
け
て
居
る
。
勝
紳
天
皇
の
頃
が
王
朝
陵
と
雄
宅
七
高
千
九
百
坪
、
決
し
て
小
く
は
な
い
。
之
を
築

の
最
宅
感
ん
な
時
代
と
は
ム
一
一
口
、
へ
な
い
と
し
て
宅
、
な
わ
な
く
工
裂
は
ど
の
位
掛
っ
た
宅
の
で
あ
っ

thv
分
4
受
せ
ぬ

か
馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
一
一
一
普
治
行
の
ふ
一
一
口
っ
た
と

2
・
号
、
或
が
、
人
口
が
僅
か
ば
か
t
り
で
あ
っ
た
な
れ
げ
、
期
ラ
一
万
ふ
大

は
極
端
で
あ
ら
う
け
れ
ど
替
、
奨
理
は
多
少
あ
る
o
p
c，
一
五
を
な
唱
の
、
出
来
ゃ
う
答
が
あ

b
ま
せ
め
o
H，
本
書
泌
を

ふ
告
の
は
ど
う
云
ふ
鋒
か
と
一
お
ふ
と
、
設
仁
斯
ラ
一
五
ふ
読
見
る
i
¥
仁
徳
天
皇
が
親
し
く
御
陵
を
御
築
ぎ
に
な
る
所

擦
が
あ
る
。
台
の
天
皇
』
の
御
陵
は
皆
安
に
宏
大
な
る
唱
の
'
の
記
事
が
あ
る
、
昔
の
老
人
は
生
き
て
居
る
中
に
自
分
の

で
あ
る
、
叉
批
殿
な
る
も
の
で
あ
る
。
仁
徳
天
皇
の
御
陵
の
一
幕
を
捺
へ
て
置
く
と
一
五
ふ
、
と
が
あ
っ
大
。
仁
徳
天
皇
に
於

如
き
は
殊
に
宏
大
な
唱
の
で
、
泉
州
石
俸
に
在
っ
て
大
山
一
わ
せ
ら
れ
て
号
、
御
存
命
中
に
陵
地
を
お
定
め
仁
な

b
、人

陵
と
稀
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
ど
の
位
の
大

3
で
あ
る
工
夫
を
役
し
て
御
陵
を
捺
へ
ら
れ
士
、
其
託
事
を
凡
る
と
、

が
之
一
五
ふ
之
、
古
い
御
陵
は
何
れ
宅
瓢
州
市
を
撲
に
し
北
や
一
仁
徳
天
皇
の
六
十
レ
七
年
各
十
月
五
日
河
内
側
凶
石
津
原
に
行

う
な
形
を
し
て
居
っ
て
、
前
の
方
を
前
陵
、
後
の
方
を
後
、
幸
仁
な
っ
て
御
陵
の
土
地
を
定
め
扮
び
、
同
月
十
八
日
始

陵
と
呼
ん
で
足
る
。
共
前
段
の
高
が
地
簡
を
抜
く
乙
と
十
て
御
陵
を
築
く

i

此
日
大
勢
の
人
夫
が
頻
り
仁
御
陵
を
築

八
閥
、
後
陵
の
方
が
二
十
二
問
、
其
胤
閣
に
濠
を
繰
ら
せ
て
い
て
ほ
泊
ふ
と
、
野
の
中
ぞ
り
一
疋
の
庇
が
飛
出
し
て
来
て
、

大
勢
の
人
夫
が
仕
事
を
し
て
居
る
中
ヘ
来
て
、
竹
れ
て
呪
か
ら
の
と
と
で
、
徳
川
民
の
時
代
な
ど
r
k
於
て
は
ギ
ヤ
ず

ん
で
了
つ
犬
、
そ
乙
で
ど
ヲ
し
、
文
乙
と
か
と
怪
ん
で
、
葉

y
と
か
ど

i
ド
?
乙
-
全
一
一
口
っ
て
、
ギ
ヤ
マ
Y

の
盃
寸
御
柄

宅

ズ

叫
仰
を
探
し
て
活
る
と
、
耳
の
孔
わ
ら
百
舌
魚
川
炉
飛
出
し
北
、
一
を
頂
戴
し
文
な
ど
と
五
ふ
と
、
な
わ
ノ
ベ
セ
い
し
士
唱
の

そ
乙

r

魚
、
庇
の
耳
の
中
を
見
る
?ι
、
悉
く
咋
割
合
・
}
剥
件
て
信
仰
一
の
や
う
に
思
っ
て
、
皆
外
関
わ
ら
'
渡
つ
乾
電
の
と
し
て
珍

お
へ
そ
れ
が
匁
仁
死
ん
だ
の
で
あ
る
が
ら
、
図
て
其
虎
を
一
貫
し
て
底
つ
北
o

所
が
其
総
子
と
一
ぞ
か
対
も
の
は
日
本
三
日

開
口
ず
段
庶
民
と
臼
ふ
と
、
期
う
云
ふ
と
と
が
書
い
て
あ
る
o

一
代
に
於
て
出
来
て
居
る
o

H
疋
は
意
外
に
御
成

bvz・
6
ま

昔
の
廊
史
は
妙
な
ゆ
一
一
日
き
ゃ
う
で
、
此
様
な
乙
E
f
一
は
書
い
て
一
せ
う
が
、
王
朝
の
昔
に
は
日
本
に
於
て
総
子
が
出
来
、
党
の

あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
の
人
夫

rvx
何
日
掛
つ
柁
よ
し
一
五
ふ
や
一
で
あ
る
o

明
治
五
年
・
の
乙
と
で
あ
J

り
ま
し
北
、
同
年
の
九

う
な
乙
と
は
書
い
て
無
い
。
そ
れ
を
材
料
と
し
て
榔
究
ず
一
月
必
日
に
仁
徳
天
皇
の
御
陵
墓
が
少
し
崩
れ
な
。
そ
と
で

る
の
だ
か
ら

γ

係
程
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
所
謂
限
一
磁
調
に
行
つ
文
人
、
が
見
る
と
、
共
同
期
れ
党
所
わ
ら
郁
子
の

光
紙
背
仁
一
徹
ず
る
と
一
五
ふ
位
に
し
て
研
究
す
る
の
で
な
け
…
器
、
が
二
つ
出
女
。
一
一
拡
泌
璃
色
で
琵
で
あ
る
、
一
は
白
色

れ
ば
A
H
ら
ぬ
0

ぃ
否
な
眼
光
紙
北
日
に
徹
し
て
も
唯
・
書
物
乞
彼
…
で
叫
で
あ
る
o

そ
れ
が
ら
叉
安
閑
天
皇
の
御
陵
か
ら
毛
織

方
此
方
と
開
い
て
見
北
の
み

J

せ
は
分
ら
ぬ
、
生
き
、
ち
'O
詑
一
の
矛
ど
し
セ
裕
子
の
器
、
が
出
、
北
。
均
で

J

初
め
は
斯
ヲ
一
J

ふ

鋭
、
印
私
現
存
せ
る
史
上
の
安
物
を
捕
へ
て
碗
究
ず
る
の
一
器
は
外
側
聞
が
ら
輸
入
コ
れ
下
唱
の
で
あ
ち
う
、
輸
入

3
れ

F

で
な
け
れ
ば
分
p

りぬ
o
期
う
一
五
A-m
生
念
、
北
る
記
録
に
依
・
り
一
文
貴
重
口
聞
で
あ
る
が
ら
陵
ヘ
入
れ
文
の
で
あ
f

り
と
う
と
思
っ

て
見
る
と
、
仁
徳
天
息
の
頃
は
豪
い
、
感
神
天
皇
の
頃
は
一
て
居
つ
北
所
が
、
英
一
後
奈
良
の
正
倉
山
刊
を
調
べ
一
株
明
日
ぺ

一
栄
い
と
一
五
ふ
乙
と
が
能
く
れ
匁
る
。
北
日
の
豪
い
1
し
一
五
ふ
乙
と
町
此
し
借
地
に
宅
般
子
の
原
料
が
深
山
あ
る
、
叉
遣
。
掛
け
の
も

や
L
一
日
ふ
忽
ち
ば
、
ま
、
だ
ノ
¥
い
ろ
/
¥
な
乙
と
が
あ
ゐ
。
の
や
、
出
来
損
つ
・
允
も
の
が
も
津
山
あ
る
、
叉
本
常
に
出
来

御
子
の
器
を
造
る
と
一
五
ふ
や
h

フ
な
と
と
は
明
治
仁
な
っ
て
北
も
の
も
深
山
あ
る
。
怨
ふ
仁
-
総
子
の
製
造
は
日
本
に
於

議
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議:

8誌

一
九
O

て
は
淋
代
よ
1

り
起
っ
て
来
、
文
が
も
の
で
は
な
が
ら
う
か
、
兎
あ
る
。
今
日
の
世
の
中
は
大
mm
附
附
け
て
足
る
ゃ
う
で
あ
る

宅
角
ぞ
う
古
く
か
ら
あ
る
。
叉
牛
乳
を
飲
UEFa-
一万ふ
ζ

と
が
、
是
わ
ら
百
年
唱
縫
っ
て
か
ら
の
人
が
見
る
と
、
明
治

は
維
新
以
後
の
乙
と
の
や
う
仁
考
ヘ
沢
汚
心
、
可
決
し
て
~
の
代
で
は
此
様
な
mm
な
乙
之
を
し
て
居
っ
宍
一
い
鴻
鹿

2

3
ラ
マ
は
な
い
。
孝
徳
天
皇
の
緑
、
普
那
使
主
、
日
起
は
婦
一
の
だ
よ
し
ム
一
一
向
ふ
や
う
に
な
る
が
宅
知
れ
比
例
。
此
成
以
今
市
し

化
人
で
あ
る
が
、
此
者
が
牛
乳
飲
用
に
た
と
を
朝
廷
へ
中
一
党
や
う
に
戒
る
鮪
は
大
仁
、
進
ん
で
居
た
が
或
る
事
柄
は
一

出
で
、
そ
れ
が

A
牛
乱
を
飲
む
や
テ
に
な
っ
北
の
で
、
方
一
向
進
ん
で
屈
な
か
っ
大
。
第
一
仁
貨
幣
の
活
用
を
知
ら
な

々
の
岡
々
仁
命
b
て
牛
を
飼
は
し
め
、
武
瀦
閣
か
r
り
は
ど
一
い
や
う
な
替
で
あ
っ
花
。
日
本
で
貨
幣
を
使
ぴ
一
初
め
大
の

れ
程
、
下
総
闘
が
ち
は
ど
れ
相
続
牛
乳
を
出

3
せ
る
。
そ
れ
一
拡
い
ろ
/
¥
の
誘
活
ゐ
る
け
れ
ど
昔
、
先
づ
和
銅
関
珍
を

唱
喰
の
牛
乳
で
は
腐
敗
す
る
か
ら
之
一
五
ふ
の
で
、
ぞ
れ
を
一
以
て
初
め
と
し
て
宜
か
ら
う
よ
し
忠
ふ
。
和
銅
と
一
五
ふ
紘
一
料

煮
て
、
所
前
コ
Y

デ
Y

ス
ミ
ル
グ
に
し
て
、
何
彪
ま
で
で
一
武
和
一
五
援
千
一
二
百
六
十
八
年
で
、
葉
降
初
め
て
式
競
闘
か

"
も
持
っ
て
行
く
乙
と
が
出
来
る
や
う
に
す
る
。
之
を
蘇
と
一
ら
銅
を
出
し
党
、
そ
れ
で
貨
幣
を
諮
っ
セ
の
を
和
銅
関
珍

山一一口つ花、

3
ラ
云
ふ
沿
も
の
を
献
上

3
せ
て
居
っ
た
。
或
は
又
一
色
調
ふ
む
所
で
貨
幣
は
出
家
文
が
人
民
は
ま
だ
貨
倣
仰
の
俊

一
家
丘
北
ゴ
ン
ず
ン
子
ミ
ル
グ
を
精
製
し
文
沙
も
の
が
ゐ
る
、
一
方
を
知
ら
な
い
、
知
ら
な
い
か
ら
著
へ
る
者
"
も
な
い
、
そ

所
南
グ
リ
!
ム
、
そ
れ
を
醍
醐
t
ζ

謂
ふ
。
な
が
ノ
¥
九
イ
一
乙
で
是
で
は
い
わ
ぬ
と
一
千
加
の
で
、
和
銅
四
年
に
菩
銭
叙

カ
一
プ
で
あ
っ
花
。
し
，
t
見
れ
ば
一
昔
々
が
説
日
以
開
け
な
い
と
一
位
の
令
が
出
士
、
貨
幣
を
深
山
茶
へ
た
者
仁
は
位
を
授
け

忠
ふ
の
拡
大
開
設
ぴ
i

で

あ

る

。

一

大

Q

従
六
位
以
下
の
者
で
銭
十
賞
以
上
を
芯
ヘ
北
者
仁
は

併
な
が
ら
世
の
中
の
誕
.
歩
と
一
五
ふ
替
の
は
妙
な
唱
の
~
位
一
階
を
怒
め
ら
れ
る
、
二
十
賞
以
上
を
苔
ヘ
文
者
に
は

で
、
何
も
彼
4
芯
く
揃
っ
て
進
ん
で
行
く
も
の
で
な
い
。
位
二
階
を
進
め
ら
れ
る
、
無
位
の
者
で
宅
レ
七
賞
を
法
制
へ
れ

一
方
は
進
ん
で
宅
他
の
一
方
に
は
少
し
も
准
ま
ぬ
も
の
が
ば
位
を
授
け
る
と
、
斯
ラ
一
辺
ふ
や
う
に
し
て
銭
を
強
制
へ
る

60' 

乙
と
を
奨
一
服
し
犬
。
銭
を
や
一
阿
ヘ
る
仁
政
品
物
と
交
換
し
な
つ
食
け
れ
ど
昔
、
英
咲
か
ら
段
々
政
治
が
慈
く
な
よ
ツ
、
そ

け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

・
が
う
し
て
い
っ
た
所
が
皆
菩
へ
る
、
ば
が
れ
仁
道
関

t
云
ふ
も
の
が
起
つ
北
の
で
、
世
の
中
が
次
第

F
Oマ
、
少
し
も
伎
は
ぬ
。
所
が
唯
帯
へ
、
食
旨
け
で
は
図
る
、

F
rト
疲
携
し
て
・
系
大
と
思
は
れ
る
。
何
遺
症
闘
が
起
つ
大
か

そ
れ
を
伎
は
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
桓
式
天
皇
の
震
似
て
勺
ム
一
一
口
っ
て
闘
が
疲
僻
吟
ず
る
筈
は
な
い
が
、
遊
間
以
私
有

十
七
年
に
、
銭
を
苔
へ
党

-r-け
で
伎
は
ぬ
者
以
問
測
す
る
と
て
で
あ
る
か
ら
砿
閣
が
殖
え
る
と
朝
娃

ω
牧
入
が
識
と
て
米

一
五
ふ
令
が
出
食
。
罰
せ
ら
れ
て
は
大
縫
だ
と
一
千
訟
の
で
、
一
る
。
そ
乙
モ
世
の
中
が
あ
の
頃
か
ら
下
'
り
波
に
な
っ
食
と

そ
乙
で
使
ふ
や
う
に
な
っ
大
。
今
日
ポ
、
ほ
銭
を
呉
れ
る
と
一
回
一
山
は
れ
る
。

泣
い
て
活
ゐ
子
供
号
泣
止
ひ
と
一
五
ふ
伎
で
、
此
勢
/
で
鷺
ん
…
ま
ア
コ
ラ
考
ヘ
北
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
是
は
ど
う
か
、

で
行
つ
北
な
ら
ば
後
世
恐
る
ぺ
し
で
あ
る
が
、

3
2五
ふ
一
~
賢
明
天
皇
の
時
に
唯
一
一
瓢
だ
け
で
ニ
蔦
の
兵
隊
の
あ
っ
大

ゃ
う
仁
一
方
け
い
進
ん
せ
居
っ
て
号
、
又
一
方
γ
い
は
匙
ま
ぬ
一
の
が
吉
備
巽
備
が
調
ペ
セ
時
に
は
千
九
百
人
と
な
』
り
、
支

所
が
あ
っ
て
、

3
う
一
様
に
行
く
刃
も
の
で
は
な
い
。
成
る
…
仁
右
十
人
と
な

b
、
治
行
の
行
つ
文
時
仁
は
正
丁
同
人
、

事
は
進
み
¥
叉
戎
る
事
は
後
れ
る
パ
今
日
で
弘
其
通
り
で
一
随
分
酷
い
幾
ら
方
ず
め
る
o

仰
が
劇
し
い
旅
行
病
で
一
号
あ

あ
る
o

一
概
に
昔
は
野
緩
で
あ
る
と
思
ふ
と
間
違
ふ
の
で
一
つ
文
と
か
べ
戦
争
で
も
あ
っ
て
皆
殺
3~科
大
之
一
五
ふ
な
ら

あ
ん
、
.
設
す
。
斯
ラ
考
へ
て
見
る
と
三
善
治
行
の
ム
一
一
日
つ
大
乙
一
絡
別
、
注
が
も
な
け
れ
ば
き
う
急
に
世
の
中
が
幾
っ
て
有
く

と
唱
強
も
雌
で
あ
る
と
は
ム
一
一
口
ヘ
ぬ
。
勿
論
熔
紬
仰
天
皇
の
時
一
筈
は
な
い
。
そ
れ
故
情
行
活
驚
い
て
ほ
治
る
、

'mも
皇
極
天

に
十
あ
っ
花
が
も
の
が
、
一
色
分
減

b
v
一
二
分
減
'
り
、
一
一
分
誠
一
・
皇
の
六
年
L
1
距
ゐ
事
二
百
五
十
年
二
葉
弊
の
甚
し
を
と

2

1

り
と
一
万
ふ
や
う
に
、
き
』
フ
一
お
ふ
工
合
に
行
く
刃
も
の
で
は
な
一
此
の
如
し
之
、
新
ラ
一
五
ふ
乙
之
に
な
っ
た
の
は
じ
ザ
ノ
云
ふ

い
が
、
先
づ
私
共
の
考
へ
る
所
で
は
、
聖
武
天
皇
の
頃
ま
鐸
か
o

そ
ん
な
ら
是
は
脱
が
と
一
五
ふ
之
、
嘘
で
は
な
い
o

併

せ
は
盛
ん
で
あ
っ
て
、
恰
宅
咲
く
花
の
匂
ふ
が
如
く
で
あ
し
初
日
め
の
二
高
と
一
五
ふ
の
政
代
目
芯
は
怪
じ
い
o

果
し
て
此
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郷
に
ニ
高
の
兵
が
あ
っ
食
と
一
お
ふ
と
と
が
頗
る
慨
し
い
、
百
人
の
正
了
が
居
る
と
一
五
ふ
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
か

そ
れ
に
夜
明
天
皇
が
西
従
の
際
に
此
鹿
に
御
寄
'
り
に
な
っ
ら
、
此
ニ
寓
と
一
お
ふ
の
は
ど
う
宅
伝
を
置
け
な
い
べ
千
九

七
と
一
お
ふ
乙
と
が
賃
銭
仁
・
鉱
山
い
、
伊
橡
ヘ
御
寄
'
ち
に
な
っ
一
一
台
飴
人
唱
と
う
わ
と
思
ふ
が
、
そ
れ
が
レ
七
十
係
人
と
な
ら
¥

た
と
'
と
は
あ
る
が
、
備
中
へ
御
寄
t

り
に
忍
つ
大
と
云
ふ
と
一
訟
に
は
者
丁
や
一
止
丁
を
令
せ
て
僅
か
に
八
九
人
ー
は
が
無
い

と
は
鉱
山
い
。
だ
か
ら
是
砿
伶
1

り
信
用
が
出
来
な
い
、
風
土
一
'
J
L

一
瓦
ふ
乙
と
に
な
っ
大
の
ほ
と
え
ノ
一
五
ふ
認
か
l
L
一
五
ふ
之
、

詑
仁
あ
る
乙
と
は
往
々
設
て
仁
衣
ら
ぬ
が
、
滋
磨
郷
の
乙
…
是
に
就
て
は
耐
白
い
と
之
が
あ
る
の
で
あ
る
、
却
も
私
誌

と
の
如
き
電
所
鵡
字
に
臨
ん
で
解
を
下
し
わ
ん
類
の
宅
で
み
…
控
仁
4
A
(

材
料
を
持
っ
て
し
来
ま
し
セ
か
ら
、
そ
れ
を
諸
君
仁

る
が
弘
知
れ
ぬ
。
先
づ
千
九
百
係
人
と
一
五
ふ
の
が
異
で
あ
一
一
御
箆
仁
入
れ
や
う
t
ζ

思
び
ま
す
。

ら
う
、
若
し
ニ
高
の
兵
が
み
つ
北
と
す
る
と
、
そ
れ
は
大
一
是
は
戸
籍
の
お
寸
、
一
は
阿
波
悶
板
野
郡
岡
上
郷
の
施

鑓
で
あ
る
、
な
性
大
援
が
と
一
五
ふ
と
、
並
(
頃
の
一
郷
と
一
五
一
喜
二
年
の
戸
絡
で
原
本
は
蜂
須
賀
一
全
部
の
所
仁
あ
る
。
も

ふ
も
の
は
五
十
戸
と
一
五
ふ
ζ

と
に
な
っ
て
居
つ
大
。
尤
も
と
ノ
一
つ
は
周
防
関
玖
珂
郡
玖
凋
郷
の
艇
喜
八
年
の
戸
籍
で

少
し
位
多
く
て
号
先
づ
五
十
戸
と
寄
っ
て
印
刷
つ
犬
、
そ
れ
一
一
応
本
は
紅
州
石
山
寺
に
あ
る
。
此
戸
絡
を
見
ま
す
る
と
、

は
官
時
は
親
弘
子
活
孫
活
兄
弟
も
ご
加
に
居
る
の
で
、
一
一
三
善
清
行
の
ム
一
一
日
つ
大
乙
と
は
践
で
な
い
乙
と
が
到
る
。
先

戸

Fi--〈
弘
之
〈
大
き
い
も
の
で
あ
る
o

若
し
五
…
づ
阿
波
闘
の
を
見
る
と
最
先
き
か
ら
女
で
、
丁
女
、
了
女
、

十
戸
や
り
二
部
の
兵
を
出
し
t
I
ζ

す
れ
ば
、
正
了
三
人
仁

7
1女
、
丁
女
、
と
あ
る
、
是
は
丁
年
の
女
で
す
、
そ
れ
か

就
て
一
人
の
兵
を
出
す
と
一
五
ふ
の
が
静
岡
時
の
定
ま
ん
〆
ず
の
一
ら
老
女
六
十
二
歳

2
4め
る
、
そ
れ
か
ら

γ
女
、
了
女
E
t
幾

る
か
ら
、
二
市
の
兵
を
出
す
仁
就
て
は
六
誌
の
五
丁
が
な
，
っ
か
・
あ
っ
.
て
番
女
七
十
二
止
す
の
る
、
替
と
は
六
十
六
歳
以

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
と
で
女
子
供
や
老
人
を
加
ヘ
?
と
号
、
上
を
消
ふ
の
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
猶
丁
女
、
丁
女
、
丁
女
、

六
寓
の
王

γ
の
み
+
ど
五
十
戸
仁
割
賞
て
る
と
、
一
戸
千
ご
と
深
山
丁
女
が
あ
っ
て
、
異
次
に
者
老
と
一
五
ふ
が
あ
る
、

. ;\:-"， l~.. ，"，，~":':..:.::~ '::〆."'~三局
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九

是
拡
男
で
す
、
十
七
人
目
仁
始
め
て
男
が
出
従
、
然
し
年
綜
百
三
十
幾
っ
と
一
五
ふ
や
う
な
老
人
道
活
る
『
乙
云
ふ
乙
E
F

」

紛
を
見
ふ
と
八
十
歳
と
あ
る
、
六
十
一
歳
以
上
綜
税
が
課
に
な
っ
て
居
る

0
3す
が
仁
東
京
市
港
豪
い
ρ

も
の
だ

t
考

わ
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
叉
女
ば
が
ち
，
で
一
一
一
十
間
人
~
ヘ
、

h

一
成
る
新
聞
記
者
、
が
一
々
業
家
を
導
ね
f
H
ルゐ
1
ス
多

目
に
始
め
て
郎
刀
が
出
柱
。
然
し
者
名
で
年
齢
を
見
る
tr九
一
く
は
疾
く
の
ふ
廿
仁
死
ん
で
了
つ
北
の
堂
、
ま
だ
沈
む
加
を

十
九
歳
と
あ
る
、
期
う
一
お
ふ
同
仰
で
ど
乙
ま
で
行
つ
〈
も
女
一
山
山
晴
、
-d

歩
仁
設
い
た
の

f

で
、
戸
籍
師
、
い
ま
だ
生
き
て
印
刷
る
や

ば
が
ん

J

で
す
、
そ
れ
か
ら
一
二
十
六
人
目
に
始
め
て
正
了
二
一
う
に
な
っ
て
ほ
治
る
と
一
五
ふ
乙
と
が
分
つ
化
。
斯
う
一
五
ふ
や

十
二
歳
、
少
γ・
了
二
十
一
歳
と
一
疋
ふ
の
が
出
て
来
、
北
、
そ
れ
…
う
に
戸
籍
と
貴
地
之
は
甚
だ
し
い
相
法
の
あ
る
が
も
の
で
あ

わ
ら
先
ぎ
に
叉
者
者
百
歳
な
ど
、
あ
る
が
、
大
慨
は
女
で
一
る
、
モ
大
化
以
後
の
祉
の
中
は
口
組
て
戸
絡
が
椋
路
て
戸

ず
。
叉
周
防
閣
の
方
を
見
る
と
、
是
に
は
少
し
く
附
刀
が
多
一
絡
に
依
っ
て
謀
役
等
を
裂
し
米
つ
大
名
の
で
あ
る
の
に
、

い
、
先
づ
第
一
に
豆
了
間
十
一
一
一
歳
正
了
五
十
三
歳
と
一
五
ふ
一
英
戸
絡
が
此
の
如
く
で
あ
る
と
し
校
な
'
ら
ば
、
蛍
憾
の
祉

の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
は
老
丁
や
替
老
替
女
等
で
正
…
の
中
は
安
に
思
び
遺
ら
れ
る
の
で
あ

b
ま
す
。
此
様
な
状

丁
と
一
お
ふ
唱
の
は
極
く
少
い
、
ル
ル
づ
阿
波
の
方
の
戸
泌
を
…
態
を
朝
お
に
於
て
は
ど
ヲ
し
て
条
が
付
が
な
か
っ
北
宅
の

見
る
と
女
百
四
十
阿
仁
つ
を
男
一
二
十
人
、
周
防
の
方
，
で
見
一
で
あ
ら
う
か
、
巡
磨
郷
を
歩
い
て
凡
て
、
一
人
宅
入
に
行

る
と
女
二
百
十
三
に
つ
い
て
男
必
十
三
人
の
割
で
あ
る
、
一
舎
は
な
い
と
一
五
ふ
替
は
な
が
ら
う
、
必
歩
行
命
日
つ
大
に
泣

乎
フ
云
ふ
有
様
で
あ
る
o

勿
論
賛
際
に
男
子
は
此
相
官
応
一
び
な
い
、
然
マ

'Z戸
籍
に
於
て
人
以
鉱
山
い
7
ζ

一
三
の
は
、

な
い
の
が
之
一
五
ふ
と
、
ヌ
」
う
で
は
な
い
、
唯
戸
絡
の
上
が
一

H
E，
は
一
朝
一
夕
仁
斯
ラ
な
つ
党
の
で
は
な
い
、
前
々
が
ら
-

3
う
な
っ
て
居
る
の

f

で
あ
る
。
此
問
成
る
新
聞
を
見
る
と
一
の
閥
司
の
や
t
り
方
が
惑
か
っ
士
の

r

で
斯
こ
ノ
な
っ
ち

4
4

の
で
あ

斯
ラ
一
お
ふ
乙
之
が
あ
っ
食
。
し
隠
佼
所
の
戸
籍
簿
に
依
る
と
る
o
b
問
時
図
司
の
任
期
は
四
五
年
と
定
ま
っ
て
活
文
か
ら
、

東
京
市
内
仁
百
歳
以
上
の
人
が
二
十
何
人
が
あ
る
、
中
に
其
専
を
必
付
い
て
名
、
自
分
は
叉
其
中
仁
代
る
の
、
だ
か
ら
ず
、
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自
分
の
居
る
問
ば
ま
ア
憾
裁
刻
く
治
め
て
行
か
う
~
此
様
ち
斯
ラ
な
づ
文
の
は
一
朝
一
夕
の
然
ら
し
り
る
所
で
な
い

な
乙

tcを
務
を
立
て
弘
、
若
し
遺

6
担
っ
た
ら
却
っ
て
不
か
ら
、
な
か
ノ
¥
手
フ
改
ま
る
唱
の
で
は
な
い
。
殊
仁
此

憾
裁
，
で
あ
る
か
ら
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
活
や
と
ノ
と
一
五
ふ
や
ラ
~
頃
は
法
令
繁
多
仁
し
て
制
裁
が
作
は
な
い
。
制
裁
を
し
ゃ

に
な
ら
、
ぞ
れ
仁
湛
閣
と
一
五
ふ
毛
の
も
殖
え
犬
、
荘
閣
の
で
フ
と
し
て
も
安
力
が
無
い
o
尤
常
兵
は
あ
っ
大
、

mm兵
の

中
の
人
民
は
閥
司
の
競
合
知
る
所
せ
な
い
や
り
、
よ
し
滋
…
制
で
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
昔
、
恭
平
が
久
し
く

で
合
っ
て
る
広
閣
の
人
民
だ
と
中
一
一
日
へ
ば
そ
れ
ま
寸
V
あ
一
緩
い
文
・
わ
ら
都
人
士
は
、
裁
者
事
や
戦
争
な
ど
は
下
等
耽

る
。
今
日
朝
鮮
の
政
治
、
が
ど
ラ
だ
の
、
支
那
の
政
治
、
が
ど
…
舎
の
者
の
す
る
乙
之
、
も
考
ヘ
な
し
て
、
丘
ハ
は
甚
だ
弱
く
な

う
だ
の
と
山
沿
っ
て
笑
ひ
ま
す
が
、
此
時
分
の
乙
と
を
考
〈
一
っ
て
仕
舞
つ
大
。
叉
検
非
遼
伎
と
一
五
ふ
宅
の
刃
可
能
い
て
あ

る
と
思
ぴ
宇
に
逝
ヤ
る
告
の
が
あ
る
で
あ
ム
ソ
ま
せ
う
。
成
一
つ
、
た
が
、
是
亦
極
め
て
保
hv
，
で
あ
る
か
ら
取
締
が
付
わ
な

桂
都
の
中
に
於
て
は
感
者
宅
議
出
し
、
款
の
合
詩
の
舎
な
一
い

Q

そ
れ
故
仁
義
令
拡
総
て
倒
的
ド
統
し
で
あ
っ
北
。
世
の
中

ど
名
感
ん
に
行
は
れ
、
女
化
燦
然
、
文
る
有
様
ゅ
よ
み
つ
大
が
二
が
斯
ラ
一
五
ふ
同
加
で
も
の
つ
北
わ
ら
、
限
醐
天
皇
は
非
常
な
明

一
方
地
方
は
ど
う
が
と
一
五
ふ
と
、
斯
う
一
お
ふ
附
仰
の
有
様
で
一
君
で
あ
っ
北
け
れ
ど
名
如
何
と
も
す
る
乙
と
が
出
来
な

あ

っ

大

。

一

ぃ

。

天

皇

は

戒

る

寒

い

夜

、

新

う

一

五

ふ

晩

仁

人

民

は

腕

ぞ

所
で
然
ら
ば
朝
廷
は
小
一
く
知
ら
な
が
つ
北
の
か
と
一
五
ふ
…
寒
く
て
困
る
で
あ
ら
う
と
思
召
し
て
、
御
衣
を
脱
い
で
民

と
、
味
合
フ
で
は
な
い
、
知
つ
て
は
居
つ
大
。
そ
れ
は
延
喜
一

dZ但
ら
れ
北
1
し
一
五
ふ
、
官
官
(
に
情
深
い
大
御
必
で
あ
っ
党
け

二
年
に
太
政
作
符
が
出
北
、
ま
精
し
い
千
乙
は
略
し
ま
す
一
れ
ど
号
、
天
皇
が
御
衣
を
脱
せ
ら
れ
ヤ
ド
位
寸
地
方
の
豪
弊

が
、
大
略
を
巾
す
と
戸
絡
に
載
っ
て
居
る
所
、
或
戸
紘
一
~
が
一
時
仁
直
る
も
の
で
は
な
い
。
其
後
村
上
天
皇
弘
明
君

男
十
女
、
議
戸
は
令
嬢
男
鉱
山
し
、
斯
え
ノ
云
ふ
乙
と
で
は
い
ー
で
あ
っ
て
、
地
方
の
と
と
を
も
大
に
御
必
配
じ
な
つ
花
け

け
な
い
か
ら
数
意
せ
よ
I

乙
一
五
ふ
た
と
で
あ
る
。
併
し
な
が
れ
と
号
、
承
一
や
天
防
般
の
乱
を
経
て
世
の
中
は
茶
々
感
心
な

+ 

つ
花
。
そ
れ
か
ら
矯
伝
依
天
皇
が
出
る
に
及
ん
で
ど
う
か
後
託
銀
所
で
荘
園
の
事
を
御
調
べ
仁
な
る
に
嘗
台
、
禁
中

し
て
此
朴
一
の
中
を
矯
庇
3
う
と
な

3
れ
允
け
れ
ど
号
、
惜
仁
頼
遜
の
分
弘
津
山
に
出
て
来
る
、
す
る
と
天
皇
の
仰
せ

い
哉
在
位
僅
仁
凶
年
仁
し
て
御
位
を
退
わ
れ
校
。
後
に
院
r

ら
る
、
仁
は
、
ァ
、
口
芯
は
前
相
図
の
分
か
、
そ
れ
は
別
物

政
を
御
闘
を
仁
な
っ
て
、
院
に
於
て
政
を
御
執
ι
り
に
な
ら
一
ー
だ
、
あ
れ
も
別
物
、
だ
と
、
煩
通
の
A
H
は
皆
別
物
扱
仁
せ
ら

う
ー
し
思
召
し
文
が
、
翌
年
崩
御
せ
ら
れ
セ
。
御
在
位
の
時
荘
一
れ
な
の
で
、
額
通
拡
悶
く
仁
…
堪
兼
て
家
に
引
込
ん
で
際
居

閣
の
倣
'h
ノ
多
く
な
っ
大
の
4
Z
憂
ゑ
3
せ
ら
れ
、
寛
徳
ニ
年
・
一
し
て
し
ま
っ
投
。
期
ラ
一
五
ふ
乙
と
を
後
三
候
天
皇
は
な
w
d

以
来
の
荘
園
は
一
初
相
成
ら
ぬ
、
叉
英
以
前
の
荘
腐
と
雄
一
れ
セ
の
で
あ
る
。
刀
ん
側
弘
正
し
く
な
い
の
が
あ
る
と
の
忠

弘
確
か
な
る
由
緒
の
あ
る
告
の
-h
外
は
的
似
て
相
成
ら
ぬ
と
一
召
で
、
天
皇
御
自
ら
御
簾
の
竹
を
拙
き
、
そ
れ
を
叡
っ
て

仰
せ
ら
れ
、
詑
鋭
所
を
置
か
せ
ら
れ
、
天
皇
御
親
ら
一
々
一
寸
法
を
定
め
ら
れ
花
。
之
を
宣
旨
桝
と
一
お
ふ
。
今
日
で
も

裁
断
せ
ら
れ
た
。
大
尉
御
精
胤
で
あ
っ
セ
の
で
あ
t
り
ま
す
。
一
一
池
山
い
商
人
は
械
の
減
つ
大
併
や
、
糠
の
若
い
、
花
桝
を
使
ふ

所
が
除
原
制
服
溢
れ
治
体
山
の
荘
闘
を
有
っ
て
居
党
の
で
、
大
一
や
う
な
乙
と
が
新
開
に
・
見
え
て
居
る
。
天
皇
は

3
う
一
五
ふ

鑓
弱
っ
て
、
成
る
日
天
皐
仁
川
到
し
て
甚
だ
し
を
倣
放
忍
る
一
乙
と
を
御
必
配
あ
ら
せ
ら
れ
大
の
で
あ
る
。

ム
一
一
口
を
殺
し
柱
、
私
以
君
の
後
見
と
し
て
政
治
を
執
ゐ
乙
と
一
斯
う
一
五
ふ
か
話
を
す
る
と
諮
が
僚
ら
長
く
な
t

り
ま
す
恥

設
に
五
十
年
、
立
(
間
仁
い
ろ
/
¥
な
る
人
か
ら
荘
園
を
寄
一
ら
略
し
ま
す
が
λ

兎
仁
角
経
喜
の
御
代
は
都
の
・
文
化
は
誠

附
せ
ら
れ
食
、
そ
れ
に
就
て
一
々
券
契
な
ど
は
有
っ
て
居
一
に
盛
ん
で
あ
っ
文
が
、
地
方
ヘ
行
く
と
此
の
如
く
で
あ
つ

ら
ぬ
、
若
し
私
の
確
陶
に
し
て
不
E
と
思
忍
す
唱
の
が
あ
…
て
、
二
一
善
治
行
の
ム
一
一
口
つ
北
乙
と
紅
憾
で
は
な
い
、
艇
で
は

る
な
ら
ば
、
御
遠
慮
に
は
及
ば
ぬ
か
ら
、
ど
う
ぞ
ど
し
ど
円
な
小
が
、
そ
れ
な
ら
人
民
は
英
返
り
居
ら
な
か
っ
た
の
が

し
筏
牧
な

3
っ
て
宜
し
い
と
、
此
様
な
子
-
乙
を
ム
一
一
口
つ
大
。

L
L
一
見
ふ
と
、
京
・
と
ノ
，
で
は
忍
い
¥
皆
荘
園
に
掠
れ
込
ん
で
居

是
仁
は
天
皇
宅
少
々
か
弱
A
ノ
で
あ
っ
た
っ
然
し
天
皇
は
其
.
て
、
謀
役
を
菟
れ
て
ほ
泊
つ
食
の
で
あ
る
ρ

此
の
如
き
世
の
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中
が
嬰
の
御
代
と
唱
ヘ
ら
れ
、
女
化
の
護
法
し
大
時
代
と
'
く
、
地
方
の
財
政
の
方
苦
亦
進
ん
で
参
よ
ツ
ま
し
た
、
間
の

す
口
は
れ
て
居
つ
北
か
と
思
ふ
と
、
誠
に
必
細
勺
次
第
で
あ
貿
易
が
鼓
数
年
の
問
に
著
し
く
護
達
し
セ
よ
し
同
b
く
、
各

t
り
ま
す
。
術
是
等
の
事
仁
就
て
は
積
々
山
地
べ
北
い
乙
と
も
一
一
地
方
の
生
産
省
同
b
く
護
注
し
て
居
る
の
で
あ
ら

J

ま
す
、

あ
ム
ワ
ま
す
が
、
今
日
以
是
で
終

b
に
致
し
ま
す
。
一
今
日
は
此
地
方
の
歳
出
入
が
二
億
何
千
高
岡
じ
な
っ
て
居

貧
血
子
脅
大
笠
間
山
頂
‘
究
資
翠
噴
き
す
〉
…
1

り
ま
す
が
、
地
方
制
度
の
布
か
れ
食
時
分
仁
は
僅
か
仁
ニ

'i

…
三
千
世
間
闘
の
も
の
で
ゐ
っ
た
の
で
あ
ち
ま
す
、
此
蛍
時
の

地

方

経

擦

に

就

て

一

地

方

の

閤

憾

の

企

T申
せ
げ
佼
坊
の
費
用
と
か
警
淡
の

床
女
竹
女
郎
一
費
用
で
あ
る
之
が
、
若
く
は
小
一
持
続
の
費
用
で
あ
る
と
か

私
以
長
い
間
地
方
仁
居

6
ま
し
て

3
う
し
て
今
ぜ
だ
地
方
一
で
あ
1

り
ま
す
が
、
段
々
近
来
に
な
っ
て
色
々
の
仕
事
、
が
奥

の
事
仁
関
係
し
て
ほ
泊
る
者
で
あ

b
ま
す
が
故
に
自
分
の
間
一
っ
て
参
っ
て
殊
仁
教
育
の
如
き
は
其
品
質
時
は
僅
か
小
山
母
校

係
し
大
事
を
些
か
か
話
致
し
大
い
と
閉
山
び
ま
す
。
一
の
然
が
唱
四
年
の
義
務
教
育
が
今
日
は
六
年
の
教
育
仁
な

で
近
来
段
々
地
方
財
政
と
か
経
路
と
か
一
五
ふ
事
に
就
て
、
一
t
り
、
そ
れ
が

4

ら
補
修
教
育
が
み
ら
質
業
率
絞
が
輿
L
リ
、
或

世
の
中
で
」
濡
の
起
っ
て
来
ま
し
文
の
似
誠
に
私
仁
取
っ
て
は
中
政
午
、
師
範
感
続
等
が
出
来
る
と
云
ふ
や
う
な
事
件
¥

は
喜
ん
か
ぺ
を
乙
と
で
あ
ん
-
ま
す
が
、
私
が
地
方
仁
居
ん
ま
其
嘗
時
仁
比
べ
る
tc数
倍
の
費
用
に
な
っ
て
・
衣
食
が
、
最

す
時
分
仁
考
へ
て
居
ム
り
ま
し
花
に
は
、
第
一
に
地
方
の
会
も
甚
だ
し
く
増
し
食
費
用
は
衛
生
の
費
用
で
あ
よ
り
ま
す
、

共
闘
憾
の
財
政
第
二
じ
農
家
の
経
憐
¥
地
方
の
金
利
、
地
是
は
殆
ん

F
其
時
分
に
は
衛
生
F

乙
一
五
ふ
唱
の
は
何
の
事
寸

方
農
業
資
金
に
就
て
が
も
う
少
し
考
へ
て
頁
ひ
セ
い
と
芯
つ
あ
る
が
分
ら
な
い
の
が
-
今
日
に
な
'
ち
ま
す
れ
ば
病
院
が

て
居
づ
柱
。

n
公
共
同
憾
ν
事
を
一
口
仁
中
し
ま
す
れ
ば
、
出
来
る
と
か
、
或
は
ベ
ス
ト
が
旅
行
す
る
か
ら
鼠
を
買
ふ

闘
の
財
政
、
が
数
十
年
間
仁
非
常
仁
進
歩
し
文
の

t
伺
b

と
か
、
刀
A

随
分
此
頃
で
あ
れ
ば
東
京
市
内
仁
腸
知
事
一
扶
斯
が

講

演

66' 
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続
行
し
猿
紅
熱
、
が
あ
る
、
此
偉
で
は
い
か
ぬ
三
千
蔦
国
掛

け
て
司
凶
千
高
闘
掛
け
て
号
、
下
水
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
云
ふ
や
う
な
有
線
広
な
っ
て
京
市
松
の
で
あ
J

り
ま
す
。
そ

れ
等
似
何
十
倍
と
一
五
ふ
増
し
方
で
あ
ん
〆
ま
す
、
叉
勅
嘆
の

費
用
仁
一
於
を
ま
し
て
昔
、
今
日
で
は
農
事
試
験
場
が
あ
る

と
か
山
林
投
向
仰
が
居
る
と
か
或
は
殖
林
す
る
と
か
¥
叉
水

産
試
験
場
で
あ
る
と
か
水
路
技
手
が
居
る
と
か
、
織
物
で

あ
t
り
ま
し
て
弘
色
々
の
施
設
が
出
来
て
を
ち
ま
す
、
コ
ラ

一
五
ふ
や
う
な
事
/
で
段
々
費
用
が
殖
へ
て
ほ
泊
よ
ツ
ま
す
、
叉
セ

交
通
の
方
仁
於
て
も
、
生
日
の
封
建
時
代
仁
ね
ど
う
で
あ
る

か
と
一
五
ふ
之
、
岡
界
仁
は
険
抜
峻
路
が
あ
る
方
が
宣
か
っ

北
の
で
あ
・
9
4ま
す
が
、
そ
れ
を
皆
打
践
し
て
今
日
の
や
う

な
腕
、
ま
せ
混
め
忙
の
モ
あ
よ
リ
ま
す
が
、
日
疋
綜
皆
な
地
方
の

土
木
裂
が
織
へ
て
来
、
北
龍
，
で
あ
!
り
ま
す
、
従
っ
て
地
方
の

借
金
活
俄
税
殖
へ
て
来
ま
し
文
、
つ
ま
ん
初
め
は
何
が
も
な

か
っ
北
対
も
の
が
唯
今
の
所
で
は
一
億
五
六
千
寓
闘
仁
上
つ

食
と
閉
山
び
ま
す
が
、
英
中
の
重
な
る
費
用
以
上
水
道
の
費

用
で
あ
る
と
か
、
道
路
の
建
築
費
で
あ
る
と
か
叉
母
校
の

建
築
裂
で
あ
る
之
か
云
ふ
や
う
な
も
の
で
ゐ
b'ま
す
、
籾

議

演

4面

2 

8 . 

一
九
六

て
此
後
の
割
引
を
考
へ
て
日
ル
ま
す
る
と
一
五
ふ
と
ま
だ
ノ
¥
そ

れ
で
は
止
ま
ら
な
い
F
C
閉
山
び
ま
す
、
二
億
何
千
寓
闘
よ
し
云

ふ
E
ζ

幾
ら
か
え
ら
い
、
一
北
日
仁
比
べ
て
殖
ヘ
主
の
で
あ
y
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
先
程
御
話
の
あ
ち
ま
し
大
如
く
金
の
欧
州
仁

於
て
は
日
本
は
ま
だ
勿
論
向
ふ
に
凶
及
ば
な
い
、
二
億
闘

と
一
五
ふ
l
仁
川
川
利
川
判
川
な
ん
'
叶
刈
列
汁
斗
外
川
な
ぞ
と

一
五
ふ
人
が
、
れ
公
共
事
業
仁
出
し
大
金
色
匹
一
敵
し
て
ほ
泊
る
の

で
あ
t
リ
ま
ー
す
、
一
人
の
出
し
セ
金
と
同
b
で
あ
る
、
会
闘

中
集
め
て
の
地
方
費
が
二
一
億
何
千
寓
闘
で
あ
λ
ツ
ま
す
、
締

官
、
倫
敦
と
一
混
ふ
所
じ
は
一
人
寸
五
億
も
六
億
も
出
し
て

居
る
の
で
-
ゐ
t
り
ま
す
か
r
p
、
到
底
及
ば
ぬ
諜
で
あ
ム
ソ
ま
す

が
、
地
方
を
御
覧
仁
な
よ
り
ま
す
れ
ば
殖
ヘ
セ
ー
し
は
一
五
ふ
が
も

の
End-
品
だ
/
¥
是
か
ら
大
い
に
殖
え
な
け
れ
ば
、
議
底
充

分
な
仕
事
は
出
来
な
い
の

r

で
あ
s
り
ま
す
、
先
程
対
可
申
す
如

く
東
京
市
仁
し
セ
所
が
下
水
の
問
題
も
あ
ιり
ま
す
る
し
、

歩
道
と
か
卒
道
と
か
と
一
五
ふ
も
の
が
も
出
来
る
だ
ら
う
し
、

戒
以
並
木
を
植
ゑ
る
と
一
五
ふ
議
論
も
起
ム
リ
、
ア
ス
ブ
ア
ル

'
川
を
敷
く
と
が
叶
パ
パ
川
什
川
仁
す
る
と
か
之
一
五
ふ
議
論

がもあ

b
ま
せ
う
、
そ
れ
か
ら
私
は
九
州
仁
会

b
ま
し
文
が

山・九
L
屯


